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こ
の
た
び
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
を
賜
り
、田
原
市
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。大
変
光
栄
で
あ
る
と
同
時

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、生
ま

れ
育
っ
た
田
原
市
へ
恩
返
し
を
す
る
つ
も

り
で
職
務
に
専
念
す
る
決
意
で
あ
り
ま

す
。

　

さ
て
、わ
が
国
は
人
口
減
少
、少
子
高
齢

化
な
ど
、時
代
の
変
化
に
直
面
し
て
い
ま

す
。国
・
地
方
と
も
に
持
続
可
能
な
社
会
の

構
築
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、あ
ら
ゆ
る
分

野
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
、さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
の
た

め
、新
た
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
は
あ

り
ま
す
が
、私
の
行
政
経
験
や
市
民
活
動

経
験
を
生
か
し
、市
政
を
と
り
ま
く
さ
ま

ざ
ま
な
動
き
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
適

切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、渥
美
半
島
を

元
気
に
す
る
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
す
。

　

ど
う
か
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、よ

り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

渥
美
半
島
を
元
気
に
！

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　

田
原
市
長　

山 

下 

政 

良

●４月28日（火）、初登庁で職員に出迎えを受ける山下市長

氏名◎山下政良
出身◎田原市田原町
生年月日◎昭和24年3月19日生
学歴◎昭和42年3月
　　　愛知県立成章高等学校卒
経歴◎昭和42年4月
　　　旧田原町（現田原市）入庁
　　　（平成21年3月退職）
　　　平成25年10月
　　　特定非営利活動法人たはら　
　　　国際交流協会　理事長
　　　（平成26年5月まで）
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▪
再
編
の
背
景
と
経
緯

　

田
原
市
で
は
、マ
イ
カ
ー
社
会
の
進
展

や
民
間
バ
ス
路
線
の
運
行
規
模
縮
小
な
ど

に
対
応
し
、平
成
14
年
に「
ぐ
る
り
ん
バ

ス
」の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、平
成
19
年
度
に「
田
原
市
地
域

公
共
交
通
戦
略
計
画
」を
策
定
。路
線
競
合

や
運
賃
格
差
な
ど
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
課

題
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、平
成
24
年
度

に「
田
原
市
地
域
公
共
交
通
戦
略
計
画
等

検
討
会
」を
立
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、全
世
帯
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
乗
降
調
査
、交
通
不
便
地
域
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。公
共

交
通
や
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
、市
民
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
た
う
え
で
、平
成
26
年
６
月

「
田
原
市
地
域
公
共
交
通
戦
略
計
画
」を
改

訂
。体
系
的
に
渥
美
線
、伊
良
湖
本
線
・
支

線
、ぐ
る
り
ん
バ
ス
な
ど
の
地
域
の「
足
」

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

▪
再
編
の
考
え
方

　

改
訂
計
画
で
は
、今
後
も
移
動
手
段
を

選
択
で
き
る
地
域
社
会
で
あ
る
こ
と
を
目

指
し
て
、路
線
バ
ス
、ぐ
る
り
ん
バ
ス
な
ど

の
路
線
重
複
、経
費
増
加
な
ど
の
問
題
を

解
消
し
、公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

再
構
築
す
る
た
め
、ぐ
る
り
ん
バ
ス
の「
役

割
を
踏
ま
え
た
改
善
」を
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

市
街
地
間
を
結
ぶ
渥
美
線
、伊
良
湖
本

線・支
線
を
公
共
交
通
の「
幹
」と
し
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
乗
合
交
通（
ぐ
る
り
ん
バ
ス
・
地
域

乗
合
タ
ク
シ
ー
※
）が
、そ
れ
ら
を
補
う

「
枝
・
葉
」の
役
割
を
担
い
ま
す
。こ
の
両
者

を
中
心
に
、市
全
体
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

▪
ぐ
る
り
ん
バ
ス「
役
割
を
踏
ま
え
た
改
善
」

◦
再
編
の
実
施
日

　

10
月
１
日（
木
）

◦
改
善
点

1
幹
線
で
あ
る
伊
良
湖
本
線
・
支
線
と
ぐ
る
り

ん
バ
ス
の
路
線
重
複
・
運
賃
格
差
の
解
消
。

2
ぐ
る
り
ん
バ
ス
や
地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、

利
用
者
数
な
ど
の
運
行
条
件
を
設
け
、校

区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
単
位
で
運
行
。再
編
後
も
、

校
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ・
市
な
ど
が
協
働
し
て
地

域
の
移
動
を
支
え
る
。

3
運
賃
を
一
乗
車
２
０
０
円（
小
学
生
以
下

無
料
）と
す
る
こ
と
で
、事
業
の
継
続
性
を

向
上
。※
各
種
割
引
制
度
を
導
入
す
る

予
定
。な
お
、田
原
市
街
地
内
を
走
る
ル

ー
ト
は
、市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
政
策

交
通
と
し
て
、ぐ
る
り
ん
バ
ス
か
ら
切
り
離

し
た「
市
街
地
バ
ス
」に
再
編
し
、運
賃
は

１
０
０
円
。

※【
地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー
】乗
車
定
員
10
名
の

小
型
車
で
運
行
す
る
タ
イ
プ
の
路
線
。現

在
、同
タ
イ
プ
は
、八
王
子
線
で
運
行
。

▪
再
編
内
容
の
周
知

　

再
編
に
関
す
る
情
報
は
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
。合
わ
せ

て
、関
係
す
る
校
区
に
お
い
て
も
順
次
、周

知
し
て
い
ま
す
。

▼
経
営
企
画
課
☎
27
局
８
６
０
３

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

pu
blic T

ran
sportation

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
乗
合
交
通（
ぐ
る
り
ん
バ
ス
・
八
王
子
線
）の
再
編

～
地
域
全
体
の
協
働
で
〝
つ
く
り
・
守
り
・
育
て
る
＂
移
動
手
段
～

移動手段の役割分担・連携関係の明確化
◆市民自らの移動手段（マイカー・徒歩・自転車・バイク）
 扌 幹線乗合交通（渥美線、伊良湖本線・伊良湖支線）【各市街地を結ぶ市内公共交通の 「幹」】
　　補完①　コミュニティ乗合交通（ぐるりんバス・地域乗合タクシー）
　　補完②　有償パーソナル交通（タクシー・福祉有償運送・貸切バスなど）
　　補完③　政策交通（市街地バス、スクールバスなど市の各政策実現のために運行）
　　補完④　企業送迎・地域などの助け合い活動

　　　　　　　　　　　地域社会全体で移動を支援！

▼伊良湖本線・支線

市民　　　地域　　　事業者　　　交通事業者　　　市役所

 

支
え
る
！

市政の話題
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密着！消防署24時！消防署24時！

１４：００▶地水利調査
管轄地域を巡回し、消火栓や防
火水槽の調査を実施します。

２１：００▶自主トレーニング
どんなに過酷な現場にも負けない
体を作るため、日 ト々レーニングに
励みます。

１６：００▶事務作業
訓練以外にも、出動報告書の作
成や、届出の受付、訓練計画書な
どの作成をします。

２０：００▶救急訓練
現場ですぐに活動できるように、
先輩から技術を教わります。

消
防
士
と
聞
い
て
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、「
火
事

の
時
に
出
動
す
る
人
」と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

田
原
市
消
防
本
部
は
、職
員
総
勢
１
１
９
人
。防
災
対
策

課
、消
防
課
、消
防
署
に
分
か
れ
、市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心

安
全
な
生
活
を
守
る
た
め
、火
災
予
防
や
防
災
活
動
、消

火
・
救
急
・
救
助
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。火
事
だ
け
で
な

く
、救
急
車
の
出
動
な
ど
救
急
業
務
も
消
防
の
仕
事
で
す
。

　

今
回
は
、さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
る
消
防

士
の
一
日
を
追
い
ま
し
た
。

　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
消
防
署
の
世
界
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

１９：００▶自主練習
日中の訓練での反省点を、各自
反復訓練をすることで、技術向上
に努めます。

１８：００▶夕食
チームで食卓を囲み、コミュニケー
ションを深めます。若手消防士が
料理の腕を振るいます。

消防24時！消防24時！
消防かわら版号外
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密着！消防署24時！消防署24時！

１０：００▶訓練
一日の業務のミーティング後、訓
練を行います。訓練内容は毎日変
更します。

２２：００▶仮眠
夜間は、3チームに分けてチームご
とに仮眠します。緊急時には飛び
起きて出動します。

８：３０▶大交代
消防署の1日は、大交代から始ま
ります。これから翌日の朝まで緊
張の時間が続きます。

８：３０▶車両清掃と勤務終了
感謝の気持ちを込めて、相棒であ
る車両を清掃し、24時間勤務が
終了します。

▶救急服・感染防止衣
救急救命士はグレーを基調
とした救急服を着ます。出動
時は、感染防止衣を着ます。

▶制服
式典などで着るほか、
市役所で勤務する防
災対策課、消防課の
職員は制服で事務作
業をします。

８：３５▶資機材点検
現場で使用する資機材に異常は
ないか、足りないものはないかを点
検します。

２：３０▶夜間勤務
出動に備えながら、動画や専門書
を使って勉強します。夜は、勉強
がはかどります。

▶防火服
火災発生時、これに着替
えて出動します。隊員を
火炎から守ります。

▶救助服
救助隊の隊員が着ます。
救助工作車に乗って交
通事故現場などで救助
活動をします。

▶活動服
救助隊、救急隊以外の
隊員が着ます。一番多く
の隊員が着る服です。

制服図鑑制服図鑑
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高所放水車
平成21年度 105,580,000円

塔の高さは地上から約２５mまで伸ばす
ことができ、先端部分を屈折させ、消火・
救助活動を行います。また、石油コンビ
ナート火災時には特殊な泡消火剤を噴
射して消火します。

水槽付消防ポンプ自動車
平成26年度 55,940,000円

消防ポンプ自動車にタンクを積載した
車両で、消火栓や防火水槽などを利用
しなくても放水することができます。「タ
ンク車」とも呼ばれ、2,000ℓのタンクを
装備しています。

救助工作車
平成17年度 92,170,000円

救助工作車は、ウインチ・クレーン・発電照明
装置を装備、各種救助資機材などを積載し
複雑多様化する救助出動に対して、安全・
確実かつ迅速に救助活動を行う車両です。

消太クイズ！！
Q.１１９番通報から何分で消防士は出動できるでしょうか。
　 ①２分　②５分　③１０分

答え ①２分　

消防車にある無線で指令セン
ターの指令員と、詳細な場所や状
況を確認しながら現場に向けて出
動します。

119番通報に「東三河消防指令
センター」の指令員が対応。通報
が入るなり消防署内にアナウンス
が鳴り響き、消防士は出動準備
に取り掛かります。

素早く着替えられるように準備さ
れている防火服に着替えます。指
令センターから送られてきた指令
書やモニターで現場を確認しなが
ら消防車へ乗り込みます。

車両図鑑車両図鑑
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インタビュー

　

田
原
市
の
消
防
士
は
、田
原
が
大
好
き
で
す
。

　

田
原
市
を「
災
害
の
な
い
ま
ち
、災
害
の
少
な
い
ま
ち
」

に
す
べ
く
、日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
一
人
ひ
と
り
が
消
防
・
救
助
・
救
急
活
動
を
万
能
に

で
き
る
消
防
本
部
を
目
指
し
て
業
務
や
訓
練
に
取
り
組
ん

で
い
る
姿
を
少
し
で
も
感
じ
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
も
、東
三
河
の
消
防
本
部
と
も
連
携
を
取
り
な
が

ら
、市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
お
手
伝

い
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

近
年
、私
た
ち
の
想
像
を
絶
す
る
災
害
が
発
生
し
、消
防

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
集
を
き
っ
か
け
に
、ご
自
身
で
で
き
る
防
災
や

減
災
に
取
り
組
み
、消
防
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
、災
害
に
強
い
ま
ち
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

救急救命士　消防士
辻　伸子

救助隊員　消防士長
杉原　禎道

　

中
学
生
の
こ
ろ
、友
人
が
目
の
前
で
倒
れ
た
と
き

に
何
を
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
ん
な
時
、テ
レ
ビ
で
女
性
消
防
士
の
存
在
を
知

り
、救
急
救
命
士
の
資
格
を
取
得
後
、今
の
職
に
就

き
ま
し
た
。

　

田
原
市
初
の
女
性
消
防
職
員
と
し
て
配
属
さ
れ
、

男
性
職
員
は
体
力
の
無
い
女
性
職
員
と
働
く
こ
と

に
不
安
を
感
じ
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な

中
、先
輩
か
ら
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、日
々
の
訓
練

や
出
動
を
繰
り
返
し
、役
割
を
任
せ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
、現
在
は
救
急
隊
や
消
防
隊
と
し
て
災

害
現
場
に
出
動
し
た
り
、救
命
講
習
を
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。救
急
や
災
害
現
場
に
女
の
私
が
い
る
こ

と
で
驚
か
れ
る
市
民
の
方
も
い
ま
す
が
、患
者
さ
ん

や
家
族
の
方
に「
女
性
が
来
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
」と

言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
り
、と
て
も
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
。体
力
で
は
男
性
に
負
け
ま
す
が
、女
性

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、活
動
を

し
て
い
き
ま
す
。　

　

小
学
生
の
頃
、父
親
が
消
防
団
の
分
団
長
を
務
め

て
お
り
、日
夜
火
災
が
起
こ
る
た
び
法
被
を
ま
と
い

火
災
現
場
に
向
か
う
姿
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。

　

夢
が
か
な
い
消
防
士
と
し
て
採
用
さ
れ
た
今
、ど

ん
な
災
害
に
対
し
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
、常
在

戦
場
の
気
持
ち
で
、日
々
厳
し
い
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。消
防
は
隊
と
い
う
チ
ー
ム
で
活
動
し
ま
す
。勤

務
中
は
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
厳
し
い
訓
練
に
取
り
組

み
、休
日
は
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
汗
を
流
し
、メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
良
き
仲
間
と
チ
ー
ム
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
消
防
士
は
、災
害
発
生
時
、全
力
で
対
応

し
ま
す
が
、現
場
で
大
切
な
命
や
財
産
を
失
う
光
景

を
目
の
当
た
り
に
す
る
度
に
、火
災
は
発
生
し
な
い

事
が一番
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
す
。そ
の
た
め
に
火
災

予
防
の
啓
発
を
始
め
、住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
の

普
及
促
進
を
行
って
い
ま
す
。

　

火
災
は
ち
ょっ
と
し
た
油
断
か
ら
発
生
し
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、火
災

の
無
い
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

伝えたい、熱い気持ち。

Interview
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美

私❖
な
く
そ
う
！
不
法
投
棄

　

５
月
30
日（
土
）～
６
月
５
日（
金
）は『
全
国
ご

み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
』で
、全
国
で
不
法
投

棄
を
な
く
す
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。田

原
市
に
お
い
て
も
、清
掃
活
動
の
支
援
や
、ご
み
持

ち
帰
り
の
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
、「
し
な
い
」こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、「
さ
せ
な
い
」環
境
づ
く
り
も
大
切
で
す
。日

ご
ろ
か
ら
ご
自
身
の
土
地
や
、家
の
周
り
の
道
路

な
ど
を
き
れ
い
に
保
つ
よ
う
に
気
を
配
る
こ
と
が

不
法
投
棄
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

む
や
み
に
ご
み
を
捨
て
る
と
、法
律
で
罰
せ
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
み
の
ポ
イ
捨
て
・
不
法

投
棄
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
の
分
別
に
つ
い

て
は
、ご
家
庭
の「
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
ご

確
認
い
た
だ
き
、マ
ナ
ー

を
守
っ
て
の
ご
み
出
し

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
廃
棄
物
対
策
課

☎
23
局
３
５
３
８

23
局
０
１
８
０

■ 私の地区の 廃棄物減量等推進員 さん
　平成 27 年度の各地区の廃棄物減量等推進員は次のとおりです。各地区から選出された推進員さ
んには、ごみの適正処理や減量化などを目的に、各ごみステーションにおける分別指導などの活
動を行っていただきます。
　ごみ減量・ごみ出しマナーの向上にご協力をお願いします。

【敬称略】

た
ち
の
ま
ち
を

も
っ
と

し
く

◉
六
連
校
区 

長
上　
　
　
　

伊
原
哲
也　

久
美
原　
　
　

鈴
木
榮
司　

浜
田　
　
　
　

木
藤
信
之　

百
　々
　
　
　

鈴
木
和
德　

新
浜　
　
　
　

矢
田
富
裕　

◉
神
戸
校
区 

川
岸	

　
　

中
根　

健　

漆
田
一
区　
　

河
野
安
之
助

　
　
　
　
　
　

小
島
好
博　

漆
田
二
区　
　

井
上
則
行　

漆
田
三
区　
　

鈴
木　

武　

東
赤
石　
　
　

杉
田
義
幸　

サ
ン
コ
ー
ト　

佐
久
間
生
子

神
戸
市
場　
　

今
田
信
隆　

青
津　
　
　
　

仲
井　

健　

希
望
が
丘　
　

佐
伯
雅
彦　

赤
松　
　
　
　

大
谷
吉
幸　

志
田　
　
　
　

山
口　

開　

新
美　
　
　
　

伊
藤
文
子　

南
町　
　
　
　

福
井
孝
和　

谷
ノ
口　
　
　

廣
中　

猛　

東
ケ
谷　
　
　

堀
部
敦
生　

◉
大
草
校
区 

大
草　
　
　
　

藤
城
由
治　

大
草
団
地　
　

大
羽
啓
二
郎

◉
田
原
東
部
校
区 

相
川　
　
　
　

佐
竹
貴
人　

谷
熊　
　
　
　

山
田
幸
司　

や
ぐ
ま
台　
　

藤
田
清
二　

豊
島　
　
　
　

彦
坂
敏
行　

　
　
　
　
　
　

早
川
政
吉　

御
殿
山　
　
　

井
上
雄
樹　

◉
田
原
南
部
校
区 

大
久
保　
　
　

中
神
利
道　

　
　
　
　
　
　

渥
美　

渉　

◉
童
浦
校
区 

吉
胡　
　
　
　

菰
田
昭
洋　

木
綿
台　
　
　

工
野
和
子　

吉
胡
台　
　
　

今
泉
伊
津
男

浦　
　
　
　
　

鈴
木
秀
男　

　
　
　
　
　
　

牧
野
英
行　

西
浦　
　
　
　

八
木
久
二　

波
瀬　
　
　
　

柴
田
敏
光　

姫
見
台　
　
　

川
口
龍
治　

片
浜　
　
　
　

小
林
宏
明　

白
谷　
　
　
　

藤
城
雅
章　

光
崎　
　
　
　

倉
橋　

渉　

片
西　
　
　
　

大
脇
達
男　

◉
田
原
中
部
校
区 

一
番
東　
　
　

鈴
木
敏
之　

一
番
西　
　
　

鈴
木
正
行　

三
番
組　
　
　

藤
城
泰
博　

四
番
組
東　
　

渡
邉
勝
博　

四
番
組
西　
　

大
場
一
男　

四
番
組
南　
　

鳥
居　

督　

蔵
王
東
ケ
丘　

松
岡
康
幸　

蔵
王
南
ケ
丘　

榎
川　

弘　

萱
町
一
区　
　

石
原
一
秀　

萱
町
二
区　
　

渥
美　

修　

萱
町
三
区　
　

加
藤
幸
二　

本
町　
　
　
　

山
田
政
司　

新
町　
　
　
　

吉
田
太
郎　

◉
衣
笠
校
区 

加
治　
　
　
　

八
木　

稔　

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

毅　

衣
笠　
　
　
　

渡
邉　

保　

八
軒
家　
　
　

山
内
保
明　

藤
七
原　
　
　

藤
城
康
男　

鎌
田　
　
　
　

髙
野
利
広　

東
滝
頭　
　
　

加
藤
公
樹　

赤
石　
　
　
　

鈴
木
孝
則　

◉
野
田
校
区 

芦　
　
　
　
　

伊
奈
雅
人　

南　
　
　
　
　

高
橋
洋
長　

彦
田　
　
　
　

河
合
正
明　

雲
明　
　
　
　

岡
田
一
彦　

保
井　
　
　
　

渡
邉
泰
克　

東
馬
草　
　
　

河
合
眞
人　

山
之
神　
　
　

河
邉
逸
朗　

西
馬
草　
　
　

河
合
靖
廣　

今
方　
　
　
　

内
柴
良
弘　

北
海
道　
　
　

河
合
英
利　

野
田
市
場　
　

河
合
良
雄　

仁
崎　
　
　
　

加
藤
高
志　

ほ
る
と
台　
　

丸
石
雅
史　

◉
高
松
校
区 

高
松　
　
　
　

佐
久
間
俊
之

　
　
　
　
　
　

林　

信
夫　

◉
赤
羽
根
校
区 

赤
羽
根
東　
　

中
神
朗
典　

赤
羽
根
中　
　

安
井
幹
人　

赤
羽
根
西　
　

鈴
木
利
典　

◉
若
戸
校
区 

池
尻　
　
　
　

杉
原
善
治　

若
見　
　
　
　

伊
藤
可
人　

越
戸　
　
　
　

鈴
木
清
治　

◉
和
地
校
区 

和
地
一
色　
　

荒
木
健
一
郎

和
地　
　
　
　

葉
山
昌
司　

土
田　
　
　
　

青
山
裕
行　

◉
堀
切
校
区 

堀
切　
　
　
　

春
日
孝
氏　

小
塩
津　
　
　

手
塚
俊
彦　

◉
伊
良
湖
校
区 

伊
良
湖　
　
　

小
久
保
克
已

日
出　
　
　
　

齋
藤
政
弘　

◉
亀
山
校
区 

亀
山　
　
　
　

田
中
滋
雄　

西
山　
　
　
　

杉
本
重
信　

◉
中
山
校
区 

中
山　
　
　
　

荒
木
壮
一
郎

　
　
　
　
　
　

渡
會
浩
道　

小
中
山　
　
　

川
口
和
生　

　
　
　
　
　
　

川
口
登
三　

◉
福
江
校
区 

長
沢　
　
　
　

石
本
房
男　

福
江　
　
　
　

山
本
五
夫　

　
　
　
　
　
　

瓜
生
恵
一　

保
美　
　
　
　

角
谷
政
美　

　
　
　
　
　
　

久
田
哲
也　

向
山　
　
　
　

清
田
昌
孝　

◉
清
田
校
区 

山
田　
　
　
　

吉
川
保
暢　

高
木　
　
　
　

白
谷
哲
良　

折
立　
　
　
　

杉
浦
孝
好　

古
田　
　
　
　

鈴
木　

憲　

　
　
　
　
　
　

河
合
光
志　

◉
泉
校
区 

宇
津
江　
　
　

鈴
木
和
朗　

江
比
間　
　
　

伊
藤
正
幸　

八
王
子　
　
　

渡
辺
好
崇　

村
松　
　
　
　

花
井
俊
郎　

馬
伏　
　
　
　

廣
中
一
郎　

伊
川
津　
　
　

太
田
完
一　

石
神　
　
　
　

埴
原
正
男　

夕
陽
が
浜　
　

天
野
英
夫　
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早乙女、豊穣願う。
宮中などに献上するための米の「お田植祭」。
５月11日（月）、サンテパルクたはら西側の斎田にて行われたこの事業
は、田原市では25年ぶりの開催。神事の後、主催したJA愛知みなみ
の女性職員13名が早乙女姿で早苗を植えました。
稲は、９月７日（月）の刈穂祭で収穫し、１０月に献穀される予定です。
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偶
者
、
後
継
者
な
ど
の
家
族
従
事
者
も
加

入
で
き
ま
す
。
脱
退
も
自
由
で
す
。　
　

●
特
徴
と
メ
リ
ッ
ト　
　
　
　
　
　
　
　

❶
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金

　

自
分
が
積
み
立
て
た
保
険
料
と
、
そ
の

運
用
実
績
に
よ
り
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
決
ま
る
積
立
方
式
（
確
定
拠
出

型
）
の
年
金
で
す
。
加
入
者
や
受
給
者

の
数
に
影
響
さ
れ
な
い
安
定
し
た
年
金

制
度
で
、
運
用
利
回
り
の
状
況
な
ど
で

保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。

❷
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

　

農
業
者
年
金
は
、
65
歳
か
ら
生
涯
支
給

さ
れ
ま
す
。
加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳

に
な
る
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、

死
亡
し
た
翌
月
か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け

取
る
予
定
で
あ
っ
た
年
金（
老
齢
年
金
）

が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
ご
遺
族
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

❸
公
的
年
金
な
ら
で
は
の
税
制
上
の
優
遇

措
置

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
、
所
得
税
・

住
民
税
の
節
税
に
な
り
ま
す
。

❹
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
定

　

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
に
合
わ

せ
、
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
０
０
０

円
ま
で
の
間
で
、
千
円
単
位
で
自
由
に

決
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
農
業
経
営
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
し
い
農
業
委
員
会
委
員

議
会
推
薦

		

こ
の
た
び
、
田
原
市
土
地
改
良
区
推
薦

の
森
下
吉
直
委
員
に
代
わ
り
、
伊
藤
幸
伸

氏
（
若
見
町
）
が
新
た
に
就
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
27
年
４
月
10
日
か
ら
平
成
29

年
７
月
27
日
ま
で
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
者
年
金
に
加
入
し
て

ゆ
と
り
あ
る
老
後
を

　

農
業
者
の
老
後
生
活
の
安
定
と
福
祉
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
保
険
料
助
成
を

通
じ
て
、
農
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
農
業
者
の
た
め
の
年
金

で
す
。

●
対
象
者

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、
年

間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満

の
方
は
、
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
農
業
者
や
配

42
平成27 年6 月１日

☎23局3519／FAX22局3817

状
況
や
老
後
の
設
計
に
応
じ
て
、
い
つ

で
も
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❺ 

担
い
手
に
手
厚
い
政
策
支
援

　
（
保
険
料
の
国
庫
補
助
）

　

認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

す
方
は
、
保
険
料
の
う
ち
国
か
ら
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
「
現
況
届
」

提
出
を
お
忘
れ
な
く

受
付
期
間
６
月
30
日
（
火
）
ま
で

　

現
況
届
は
、
農
業
者
年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
必
要
な
毎
年
の
手
続
き
で
す
。
農

業
者
年
金
基
金
か
ら
年
金
受
給
者
あ
て
に

送
付
さ
れ
た
現
況
届
に
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、

平
成
26
年
７
月
１
日
以
降
の
裁
定
者
お
よ

び
支
給
停
止
解
除
者
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
現
況
届
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

●
提
出
先

農
業
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
内
）

赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー

渥
美
支
所
市
民
生
活
課

●
現
況
届
を
提
出
し
な
い
場
合

提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
農
業
者
年
金

の
支
給
が
一
時
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▲伊藤幸伸さん
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●
受
給
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合

死
亡
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
死
亡
届

を
提
出
し
て
い
な
い
ご
遺
族
の
方
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
至
急
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿

確
定
の
お
知
ら
せ

　

田
原
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成

27
年
１
月
１
日
現
在
で
農
家
の
皆
さ
ん
か

ら
提
出
さ
れ
た
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
」
の
縦
覧
を
行
い
、

投
票
区
ご
と
の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
者
数
を
、
３
月
31
日
に
確
定
し

ま
し
た
。（
左
表
参
照
）

　

農
地
へ
の
適
正
な
肥
料
な
ど
の

散
布
に
つ
い
て

　

農
地
へ
の
堆
肥
や
肥
料
の
散
布
に
つ
い

て
は
、
生
活
環
境
や
自
然
環
境
な
ど
の
調

和
に
十
分
配
慮
し
、
消
費
者
か
ら
信
頼
さ

れ
る
産
地
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◦
汚
泥
肥
料
な
ど
を
入
れ
す
ぎ
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◦
悪
臭
の
出
な
い
完
熟
し
た
堆
肥
を
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

◦
散
布
後
は
、
速
や
か
に

鋤
き
こ
み
ま
し
ょ
う
。

◦
汚
水
、
ハ
エ
な
ど
の
害

虫
が
発
生
し
な
い
よ
う

周
辺
の
環
境
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
26
年
度

農
業
委
員
会
審
査
件
数

農
地
法
に
か
か
わ
る
手
続
き
な
ど　

●
農
地
法
第
３
条
関
係

農
地
な
ど
に
つ
い
て
、
権
利
の
設
定
ま

た
は
所
有
権
を
移
転
す
る
場
合
の
手
続

き
●
農
地
法
第
４
条
関
係

自
己
所
有
の
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途

に
す
る
場
合
の
手
続
き

●
農
地
法
第
５
条
関
係

　

農
地
な
ど
を
農
地
以
外
の
用
途
に
す
る

た
め
の
権
利
の
設
定
ま
た
は
所
有
権
を

移
転
す
る
場
合
の
手
続
き

種
別

件
数

面
積

許
可

47

２
万
９
３
９
９
㎡

届
出

53

２
万
３
１
７
０
㎡

計

100

５
万
２
５
６
９
㎡

●
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

　

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
農
地
売

買
、
貸
借
の
手
続
き

▪農業委員会委員選挙人名簿登載者数
投票区名 男 女 計 世帯数

東部 111 93 204 88

童浦 111 100 211 94

童浦第２ 80 72 152 68

大久保 114 105 219 85

中部 115 90 205 103

神戸 237 215 452 152

大草 72 64 136 48

野田 161 122 283 117

野田第２ 77 76 153 68

六連 139 136 275 91

高松 150 127 277 91

赤羽根 193 169 362 137

若戸 219 214 433 150

泉 176 151 327 117

伊川津 95 89 184 69

清田 170 143 313 126

福江 186 155 341 118

中山 291 264 555 185

小中山 206 189 395 143

亀山 138 125 263 91

伊良湖 32 81 113 58

堀切 232 207 439 149

和地 162 156 318 105

計 3,467 3,143 6,610 2,453

種
別

件
数

面
積

売
買

60

9
万
6
８
０
８
㎡

交
換

12

７
５
４
７
㎡

贈
与

12

１
万　

７
８
３
㎡

賃
貸
借

6

２
万
８
６
４
１
㎡

使
用
貸
借

６

５
万
３
４
５
９
㎡

計

96

19
万
７
２
３
８
㎡

種
別

件
数

面
積

許
可

９

８
１
０
１
㎡

届
出

９

３
２
３
８
㎡

計

18

１
万
１
３
３
９
㎡

種
別

件
数

面
積

売
買

77

11
万　
　

７
４
㎡

貸
借

242

62
万
１
１
１
７
㎡

計

319

73
万
１
１
９
１
㎡
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

5
月

　

田
植
え
体
験
が
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
行
わ

れ
、親
子
13
組
が
参
加
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は

田
ん
ぼ
に
足
を
と
ら
れ
な
が
ら
も
、家
族
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
、次
々
と
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。こ

の
日
植
え
ら
れ
た
も
ち
米
の「
め
ぐ
み
も
ち
」は
９

月
上
旬
に
収
穫
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

開
園
20
周
年
を
迎
え
た
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で

農
業
祭
が
開
催
さ
れ
、約
１
万
７
０
０
０
名
が
来
園

し
ま
し
た
。会
場
に
は
、地
元
の
農
産
物
な
ど
の
販

売
ブ
ー
ス
が
並
び
、旬
の
味
覚
を
求
め
る
買
い
客
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。ま
た
、ビ
ン
ゴ
大
会
や
餅
投
げ
な
ど

も
行
わ
れ
、楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

待
ち
遠
し
い
な

実
り
の
秋

半
島
の
恵
み

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

５
月
３
日［
祝
］

▲友好都市の長野県宮田村の特産品ブースは今年も大盛況でした

５
月
４
日［
祝
］

▲子どもたちも慣れないのこぎりを手に、真剣に取り組みました（丸太の
　早切り大会）

５
月
10
日［
日
］

▲泥だらけになっても、楽しい思い出となりました

　

市
民
緑
花
ま
つ
り
が
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
開

催
さ
れ
、約
８
０
０
０
名
が
来
園
し
ま
し
た
。今
回
、

は
な
の
き
広
場
か
ら
会
場
を
変
更
し
た
こ
の
イ
ベ
ン

ト
。来
場
者
は
、苗
木
の
無
料
配
布
や
フ
ラ
ワ
ー
教
室

な
ど
、花
と
緑
に
あ
ふ
れ
た
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

広
が
れ
！

緑
花
の
輪
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

5
月

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
環
で
交
通
安
全

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
道
の
駅
田
原
め
っ
く
ん
は

う
す
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
下
で
は
、4
月
27
日
か
ら
の
10
日
間
で

10
名
の
尊
い
命
が
交
通
事
故
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
交
通
死
亡
事
故
多
発
警
報
が
発
令
中

の
こ
の
日
、田
原
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会
な
ど

約
60
名
が
、国
道
２
５
９
号
を
通
行
す
る
ド
ラ
イ

バ
ー
に
、交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲ドライバーに交通安全を呼びかける参加者（国道２５９号）

▲いざ、出陣！現代の戦国武将の勇ましいポーズも決まっていますね

味
わ
え
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、平
成
10
年
か
ら
毎

年
子
ど
も
の
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
重
厚
感
あ
ふ
れ
る
鎧
の
着
心
地
に

び
っ
く
り
し
な
が
ら
も
、兜か
ぶ
とを
か
ぶ
り
、刀
を
持
つ

と
気
分
は
勇
ま
し
い
戦
国
武
将
に
変
身
。思
い
思

い
の
ポ
ー
ズ
で
記
念
撮
影
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

田
原
市
博
物
館
で
鎧よ

ろ
いを
着
て
み
よ
う
が
開
催
さ

れ
、親
子
な
ど
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。現
代
の
鎧

師
が
作
成
し
た
鎧
を
着
て
、戦
国
武
将
の
気
分
を

い
に
し
え
の
武
将
に

思
い
を
は
せ

5
月
5
日［
祝
］

５
月
13
日［
水
］

交
通
事
故
ゼ
ロ
へ

願
い
を
こ
め
て

平成27年6月1日│　 │13



▪
第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
の
合
格
者
を
対
象
に
、
面

接
試
験
を
実
施
（
消
防
職
は
体
力
測
定
も

実
施
）
／
期
日
・
場
所
は
後
日
通
知

▪
申
し
込
み

　

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、持
参
ま
た
は
郵
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
て
／
募
集
要
項
、受
験
申
込
書
な
ど
は

市
役
所
人
事
課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内

募
集

W
A
N
TED

田
原
市
職
員

（
平
成
28
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

▪
第
１
次
試
験

▼
期
日
＝
７
月
26
日
（
日
）　

▼
場
所
＝

市
役
所
（
講
堂
［
南
庁
舎
６
階
］
ほ
か
）

▼
試
験
内
容
＝
教
養
試
験
・
作
文
試
験

（
技
術
職
以
外
）・
専
門
試
験
（
技
術
職
）・

事
務
適
性
検
査
（
消
防
職
は
消
防
適
性

検
査
）・
職
場
適
応
性
検
査
（
消
防
職
以

外
）

▪
受
付
期
間

　

６
月
１
日（
月
）～
26
日（
金
）／
土
・
日

曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

／
郵
送
は
６
月
26
日（
金
）消
印
有
効

▪
そ
の
他

◦
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）

に
該
当
す
る
方
、
外
国
籍
の
方
で
永
住

者
ま
た
は
特
別
永
住
者
の
在
留
資
格
の

な
い
方
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◦
採
用
後
の
給
与
は「
田
原
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
支
給
し

※財源確保のため、有料広告として掲載しています。▶広報秘書課☎22局0138

ま
す
。

◦
外
国
籍
の
方
は
、
採
用
後
の
任
用
に
一

部
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
人
事
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
７
４
０
４

23
局
０
１
８
０

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

■田原市職員（平成28年４月１日採用予定）募集内容
募集職種 採用予定

人数 資格要件

事務職 16名程度 昭和 62 年 4 月 2 日以降に生まれた方

事務職
（身体障害者対象）※１ 若干名 昭和 50 年 4 月 2 日以降に生まれた方

技術職（土木） 若干名 昭和 62 年 4 月 2 日以降に生まれた方

技術職
（土木・有資格者） 若干名 昭和 50 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、

1 級土木施工管理技士の資格を有する方

技術職（建築） 若干名 昭和 62 年 4 月 2 日以降に生まれた方

保育職（新卒など） 4名程度
平成 2 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、
保育士資格を有する方または平成 28 年 3
月末日までに取得見込み※２の方

保育職（社会人） 若干名
昭和 50 年 4 月 2 日から平成 2 年 4 月 1
日までに生まれた方で、保育士資格を有す
る方

消防職 3名程度 平成 2 年 4 月 2 日以降に生まれた方

消防職（救急救命士） 若干名
平成元年 4 月 2 日以降に生まれた方で、救
急救命士資格を有する方または平成 28 年
3 月末日までに受験資格取得見込みの方

※１…身体障害者手帳を所持している方で、活字印刷文による筆記試験および口頭試問試験
に対応でき、介護者なしに職務遂行が可能な方が受験できます。申し込みの際、身体障
害者手帳などの写しを提出してください。

※２…大学・短大の幼児教育科などの指定保育士養成施設で修学していない保育職の受験希
望者は、受験時点で保育士の資格を取得していなければ、受験することはできません。
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田
原
市
臨
時
職
員

◉
地
域
福
祉
課
事
務
補
助

▼
募
集
人
員
＝
１
名　
▼
採
用
期
間
＝
７
月

１
日（
水
）～
12
月
28
日（
月
）　
▼
勤
務
場
所

＝
田
原
市
役
所　

▼
勤
務
内
容
＝
電
話
対

応
、
窓
口
対
応
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
よ
る
デ
ー

タ
入
力
な
ど　

▼
勤
務
形
態
＝
月
～
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
～
午
後
５
時　

▼
賃
金
＝
時
給
８
５
０
円　

▼
選
考
方
法
＝

面
接（
詳
細
は
後
日
通
知
）　
▼
申
し
込
み
＝

６
月
15
日（
月
）ま
で
に
地
域
福
祉
課
に
あ
る

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２

23
局
３
５
４
５

◉
田
原
市
博
物
館
企
画
展
監
視
員

▼
募
集
人
員
＝
10
名
程
度　

▼
対
象
＝
健

康
な
方　

▼
採
用
期
間
＝
７
月
18
日（
土
）

～
８
月
30
日（
日
）　

▼
勤
務
内
容
＝
展
示

室
監
視
ほ
か　

▼
勤
務
形
態
＝
午
前
９
時

～
午
後
１
時
と
午
後
１
時
～
５
時（
交
替
勤

務
）／
月
曜
日
を
除
く（
祝
日
の
場
合
は
翌

平
日
）　

▼
賃
金
＝
時
給
８
５
０
円　

▼
選

考
方
法
＝
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
書
類

選
考
後
、
面
接（
期
日
な
ど
詳
細
は
後
日
通

知
）　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
19
日（
金
）ま
で

に
田
原
市
博
物
館
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
（
郵
送
不
可
）

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０

22
局
２
０
２
８

◉
児
童
ク
ラ
ブ
・
放
課
後
子
ど
も
教
室

　

指
導
員

▼
募
集
人
員
＝【
通
常
期
】若
干
名
【
夏
休

み
期
間
（
７
月
21
日
火
～
８
月
31
日
月
）】

20
名
程
度　

▼
対
象
＝
次
の
要
件
の
い
ず
れ

か
を
満
た
す
方
①
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚

園
・
小
学
校
教
諭
免
許
を
お
持
ち
の
方
②
児

童
の
指
導
に
熱
意
と
理
解
が
あ
り
、
心
身
と

も
に
健
康
な
方　
▼
勤
務
場
所
＝
市
内
児
童

ク
ラ
ブ
お
よ
び
放
課
後
子
ど
も
教
室
（
住
所

地
な
ど
を
考
慮
）　

▼
勤
務
形
態
＝
週
３
～

４
日
勤
務
／
午
後
１
時
30
分
～
６
時
（
夏
休

み
な
ど
長
期
休
暇
時
お
よ
び
第
２
・
第
４
土

曜
日
は
午
前
８
時
～
午
後
１
時
30
分
、
午
後

０
時
30
分
～
６
時
、
午
前
８
時
～
午
後
６
時

の
交
代
勤
務
／
隔
週
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

お
盆
、
年
末
年
始
を
除
く
）　

▼
賃
金
＝
時

給
９
５
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳

細
は
後
日
通
知
）　
▼
申
し
込
み
＝
６
月
12
日

（
金
）
ま
で
に
文
化
生
涯
学
習
課
に
あ
る
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
直
接
提
出

▼
文
化
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１

タ
ブ
レ
ッ
ト
・パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
生

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方
（
親
子
講
座
は
小
学
校
４
年
生
以
上
）

▼
コ
ー
ス
／
日
時
＝
表
の
と
お
り
（
テ
キ
ス

ト
代
は
実
費
負
担
）　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン

タ
ー
メ
デ
ィ
ア
研
修
室
（
田
原
文
化
会
館
２

階
）　
▼
定
員
＝
各
５
名　
▼
受
講
料
＝
無

料
（
ワ
ー
ド
コ
ー
ス
は
１
０
０
０
円
）　

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所・氏
名・

電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
希
望
コ
ー
ス
を
明

記
）　

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
・
申
し
込
み
中

の
コ
ー
ス
を
含
め
、
同
時
に
３
コ
ー
ス
ま
で
申

し
込
み
可　

※
休
館
日
＝
月
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
平
日
）

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０

23
局
２
８
０
８

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

少
年
物
語「
渡
辺
崋
山
」

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
（
公
財
）
崋
山
会
で
は
、
崋
山
先
生
の

伝
記
本
・
少
年
物
語
「
渡
辺
崋
山
」
の
読

み
聞
か
せ
会
（
小
学
校
高
学
年
を
対
象
）

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
朗
読
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
時
期
＝
不
定
期　

▼
申
し
込
み
＝

６
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
崋
山
会
（
崋
山

会
館
）
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て　

▼（
公
財
）崋
山
会

☎
22
局
１
７
０
０

22
局
１
７
０
１

サンテパルクたはら
開園２０周年記念
キャベゾウ
の弟

き ょ う だ い

妹
デザインを
募集！
開園２０周年の今
年、サンテパルクた
はらのキャベツ畑から渥美半島☆

きらり

観
光大使「キャベゾウ」の弟妹が生まれ
ます。

▪応募方法　
6月30日（火）までに、サンテパル
クたはらにある応募用紙にデザイ
ンと必要事項を記入し、郵送また
は直接（締切日必着）
▪その他
６月２８日（日）の子ども工作教室

（午前10時～午後３時）でも、デ
ザイン画を描くことができます。
※詳しくは、応募用紙をご覧ください。

▶サンテパルクたはら
☎２5局1234

■タブレット・パソコン教室
コース 日時

はじめてのiPad体験講座 7／4土
13:30～15:30

iPadアプリ基本講座 7／11土
13:30～15:30

iPadアプリ活用講座 7／18土
13:30～15:30

Windowsタブレットと
Windows8.1講座

7／15水
9:30～11:30

初心者のためのワード
2013

7／4土・11土・18土
25土 9:30～11:30

小学生親子３Dプリンター
体験！（高学年対象）

7／26日
13:30～16:00

※パソコンの環境　OS：Windows8.1　
使用ソフト：Internet Explorer11、Microsoft Word2013
タブレット：iPad AirおよびSurface Pro3
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▪
申
請
先

【
松
下
駐
車
場
】

▼
㈱
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原

☎
24
局
２
３
４
５

【
松
下
・
東
赤
石
駐
車
場
】

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
３
５

22
局
３
８
１
１

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

第
８
回
男
女
共
同
参
画

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
団
体

　

市
民
活
動
団
体
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
の
皆
さ
ん
、こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
な
た
の
活

動
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
概
要

◦
主
催
＝
田
原
市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇

話
会

◦
日
時
＝
８
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
４
時
（
予
定
）

◦
場
所
＝
田
原
文
化
会
館

▼
応
募
資
格
＝
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推

進
に
関
す
る
活
動
な
ど
自
分
ら
し
く
活
動

を
行
う
団
体
・
個
人　

▼
参
加
内
容
＝
パ

ネ
ル
展
示
・
バ
ザ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
・
ス

テ
ー
ジ
発
表
な
ど　
▼
申
し
込
み
＝
７
月
３

日
（
金
）
ま
で
に
市
民
協
働
課
に
あ
る
申

込
書
（
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
・
郵
送
に
て　

▼
そ
の
他
＝
事
前
打
合
せ
会
議
あ
り

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
講
座　

受
講
生

　

災
害
時
に
、
被
災
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
調
整
役
と
な
る
「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
、
２
日
間
と
も

受
講
で
き
る
方　

▼
日
時
＝
８
月
１
日

（
土
）・
８
月
２
日
（
日
）
い
ず
れ
も
午
前

10
時
～
午
後
４
時　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉

セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室　

▼
申
し
込
み

＝
６
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
23
局
０
６
１
０

23
局
３
９
７
０

info@
tahara-shakyo.or.jp

松
下
・
東
赤
石
駐
車
場

利
用
者（
月
ぎ
め
）

▼
募
集
台
数
＝
【
松
下
駐
車
場
】
約
20

台
【
東
赤
石
駐
車
場
】
数
台
／
い
ず
れ

も
先
着
順　

▼
使
用
料
＝
【
松
下
駐
車

場
】
４
１
１
０
円
／
月
【
東
赤
石
駐
車
場
】

３
５
９
０
円
／
月　

▼
利
用
開
始
時
期
＝

希
望
の
日
か
ら　

▼
申
し
込
み
＝
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
直
接
／
申
請

書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▼
市
民
協
働
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
０
４

23
局
０
１
８
０

kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

日
本
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
訓
練

「
電
気
技
術
科
」

　

若
者
の
職
業
的
自
立
支
援
を
目
的
に
、

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
お
お
む
ね
40
歳
以
下
の
方

で
、
高
校
を
卒
業
し
て
い
る
方
ま
た
は
高

校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
方　

▼
取
得
目
標
＝
電
気
主

任
技
術
者（
第
３
種
）、
電
気
工
事
士（
第

１
種
・
第
２
種
）な
ど　

▼
訓
練
期
間
＝

10
月
～
平
成
29
年
９
月　

▼
定
員
＝
15
名

▼
授
業
料
＝
年
間
39
万
円（
別
途
教
科
書
、

作
業
服
な
ど
諸
経
費
必
要
）　

▼
受
験
料

＝
１
万
８
０
０
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
小

テ
ス
ト
（
数
学
Ⅰ
）・
小
論
文
・
面
接　

▼
募
集
期
間
＝
７
月
１
日
（
水
）
～
９

月
11
日
（
金
）　

▼
試
験
日
＝
【
Ａ
日
程
】

７
月
31
日（
金
）【
Ｂ
日
程
】８
月
26
日（
水
）

【
Ｃ
日
程
】
９
月
18
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
浜
松
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
学
務

援
助
課
☎（
０
５
３
）４
４
１
局
４
４
４
４

http://w
w
w
3.jeed.or.jp/shizuoka/

college/

パブリックコメント手続制度に基づき、以下の案件について
意見を募集します。パブリックコメント　意見募集！

◉田原市都市計画マスタープラン（H21.3策定）の一部改定案
募集期間 ▼6月15日月～7月14日火
　中心市街地における土地利用方針の変更に伴い、田原市
の都市計画に関する基本的な方針を定めた「田原市都市計
画マスタープラン」を一部改定します。

担当課 ▼街づくり推進課 ☎23局3535　 22局3811
　　　　 　machi@city.tahara.aichi.jp

▪意見提出方法
❶公表場所へ持参　❷郵便　❸ＦＡＸ　❹Eメール
住所・氏名・電話番号を明記のうえ、意見を提出してくださ
い。（個々の意見には直接回答いたしません。）

▪計画案の公表場所
市役所街づくり推進課、赤羽根市民センター、渥美支所地域
課、市役所情報広場、中央図書館、市ホームページ
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/
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祉
セ
ン
タ
ー
３

階
大
会
議
室　

▼
定
員
＝
20
名

（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無

料　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
30
日
（
火
）
ま

で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ

ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
件
名
に
『
パ
パ
マ
マ
』
と
入
れ
、
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・

職
業
・
託
児
利
用
の
有
無
を
明
記
）　

▼
そ

の
他
＝
修
了
証
を
講
習
修
了
者
に
交
付
／

た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５

23
局
２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

介
護
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ　

受
講
生

　

介
護
は
誰
に
と

っ
て
も
身
近
な
課

題
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
「
介

護
や
福
祉
」
に
つ

い
て
、
楽
し
く
学

べ
る
入
門
コ
ー
ス

を
開
講
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で
、

介
護
や
福
祉
に
つい
て
興
味
の
あ
る
方　

▼
開
講
日
＝
８
月
３
日
（
月
）
～
31
日
（
月
）

の
ほ
ぼ
毎
週
月
・
水
・
土
曜
日　

▼
場
所

＝
田
原
福
祉
専
門
学
校　

▼
定
員
＝
40
名

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
受
講

料
＝
無
料
（
別
途
、
教
材
費
・
修
学
旅
行

の
入
館
料
が
必
要
）　

▼
申
し
込
み
＝
７
月

10
日
（
金
）
ま
で
に
、
田
原
福
祉
専
門
学

校
に
あ
る
申
込
書
（
市
お
よ
び
田
原
福
祉

専
門
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
直
接
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て　

▼
そ
の
他
＝
た
は
ら

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９

22
局
７
３
４
０

senm
on@
city.tahara.aichi.jp

http://w
w
w
.tchs.ac.jp/

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

田
原
福
祉
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス　

参
加
者

　

入
学
を
検
討
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

進
路
選
択
の
参
考
と
な
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。
授
業
の
一
部
を

楽
し
く
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

▼
日
時
／
内
容
＝
表
の
と
お
り
（
一
部
、

内
容
を
変
更
す
る
場
合
あ
り
）　

▼
場
所

＝
田
原
福
祉
専

門
学
校　

▼
参

加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝

各
プ
ロ
グ
ラ
ム

普
通
救
命
講
習
会　

受
講
者

　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
、
異
物
除
去
法

な
ど
を
学
ぶ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
６
月
28
日
（
日
）
午
前
９
時
～

正
午　

▼
場
所
＝
消
防
署
赤
羽
根
分
署　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料

＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
26
日（
金
）

ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）　

▼
そ
の
他

＝
講
習
修
了
者
に
修
了
証
を
交
付
／
た
は

ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45
局
４
１
１
９

45
局
４
１
２
０

akabaneb@
city.tahara.aichi.jp　

パ
パ
マ
マ
普
通
救
命
講
習
会

受
講
者

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
の
安
全
対
策
は
大
丈

夫
で
す
か
。
乳
児
・
小
児
の
事
故
予
防
や

心
肺
蘇
生
法
と
Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
学

ぶ
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
７
月
７
日
（
火
）
午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
福

開
催
前
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の

場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
参
加
人
数
を
明
記
）

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９

22
局
７
３
４
０

senm
on@
city.tahara.aichi.jp

▲パパママ普通救命講
習会 申し込み用ＱＲコード

日時 内容

  6／20土13：30～ 学校概要・授業説明、学内見学、座談会

  7／12日13：30～ 福祉レクリエーションスポーツ体験、福祉文化活動体験（音楽療法）、座談会

  7／31金10：00～ 模擬授業（調理実習、介護技術）、座談会　※昼食を兼ねた嚥下（えんげ）食試食

  8／  8土13：30～ 車いすレクリエーション体験、模擬授業（入浴介助）、座談会

  8／23日13：30～ 福祉文化活動体験（演劇）、模擬授業（移動介助など）、座談会

  9／13日13：30～ 入試説明会、入試対策

10／17土11：00～ 学内見学会　※学園祭（たっぷく祭）開催中
Ｈ28／
  3／13日13：30～ 学内見学会（H29年度以降の入学希望者向け）

■田原福祉専門学校オープンキャンパス

▲オープンキャンパス
申し込み用ＱＲコード
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生
活

LIFE

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は

６
月
30
日
火
ま
で
に

　

児
童
手
当
現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日

に
お
け
る
受
給
者
や
児
童
の
状
況
を
報
告

し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件

が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
６
月
分
以
降
の
手
当

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

必
要
書
類
な
ど
を
受
給
者
あ
て
に
郵
送

し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限
＝
６
月
30
日
（
火
）　

※
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
申
請
書

と
兼
用
の
届
出
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３

23
局
３
５
４
５

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
給
付

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
の
影
響
な
ど
を

踏
ま
え
、
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
臨
時
特

例
的
に
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た

す
方
①
平
成
27
年
５
月
31
日
時
点
で
、
田

原
市
に
住
民
票
が
あ
る
方
②
平
成
27
年
６

月
分
の
児
童
手
当
の
受
給
者
③
平
成
26
年

分
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限
額
に
満

た
な
い
方　

▼
給
付
額
＝
対
象
児
童
１
人

に
つ
き
３
０
０
０
円
（
１
回
限
り
）

◦
申
請
に
つ
い
て

　

６
月
上
旬
に
、
対
象
の
方
に
申
請
書
を

発
送
し
ま
す
。
申
請
期
限
は
６
月
30
日

（
火
）
で
す
。
申
請
期
限
後
も
受
け
付
け

ま
す
が
、
11
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
申
請

が
な
い
場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/
▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３

23
局
３
５
４
５

田
原
藩
日
記

第
11
巻
を
刊
行
し
ま
し
た

　

田
原
藩
日
記
は
１
６
７
０
年
か
ら
明
治

ま
で
書
か
れ
、
２
０
０
年
に
わ
た
る
藩
の
記

録
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
市
指
定
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
資
料
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
、
昭
和
62
年
か
ら
田
原

藩
日
記
と
し
て
刊
行
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
刊
行
す
る
田
原
藩
日
記
第
11
巻

は
、
文
政
９
年
（
１
８
２
６
）
か
ら
文
政

13
年
（
１
８
３
０
）
ま
で
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
を
収
録
し
た
付
録
デ
ィ

ス
ク
付
で
す
。

▼
販
売
価
格
＝
【
第
11
巻
】
１
万
円
【
第

１
・
２
巻
】
７
０
０
０
円
【
第
３
・
４
巻
】

１
万
円
【
第
５
～
８
巻
】
１
万
３
０
０
０

円
【
第
９
・
10
巻
】
１
万
５
０
０
０
円
（
す

べ
て
消
費
税
込
）　

▼
販
売
場
所
＝
田
原

市
博
物
館

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

市民ボランティアを大募集！
中部・北陸実業団駅伝大会

◉大 会 日 時	 11月15日日　午前９時～午後１時ごろ
◉大会コース スタート（伊良湖港）～フィニッシュ（はなとき通り）
◉応 募 資 格	 市内在住・在勤・在学の15歳以上の方　※中学生を除く。高校生は保護者の承諾が必要。

◉活 動 日 時	 11月15日日　午前８時30分～午後2時ごろ（実活動は1時間程度）
◉活 動 内 容	 コース（沿道）の整理、カラーコーンの設置・撤去、会場整理、看板持ちなど
◉募 集 人 員	 800名（先着順）
◉募 集 期 間	 7月31日㊎まで（必着）
◉応 募 方 法	 申込用紙に必要事項を記入のうえ、持参またはＦＡＸ・Eメール・郵送にて
 （申込用紙は、スポーツ課、田原・赤羽根・渥美文化会館、渥美運動公園、各市民館で
　　　　　　　配布するほか市ホームページからダウンロード可）
◉そ  の  他	 当日は主催者でボランティア保険に加入
※詳しくは、申込用紙に添付の資料をご覧ください。大会コースについては、安全確保のため一部
　変更する予定です。コース図は市ホームページをご覧ください。

【申し込み・問い合わせ先】▶スポーツ課　実業団駅伝担当　〒441－3492（住所不要）
　　　　　　　　　　　　　☎23局3531　 22局3811
　　　　　　　　　　　　 sports@city.tahara.aichi.jp http：//www.city.tahara.aichi.jp/

　中部・北陸のトップアスリートの実業団チームが田原市に集
結し、熱く華やかなレースを繰り広げます。皆さんの参加でさ
らに大会を盛り上げるため、市民ボランティアを募集します。
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健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

　

脳
卒
中
、
心
臓
病
、
が
ん
な
ど
の
生
活

習
慣
病
は
予
防
と
早
期
発
見
が
大
切
で

す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◦
対
象
の
方
に
は
５
月
に
受
診
券
を
発
送

済
み
で
す
。

◦
今
年
度
新
た
に
各
種
検
診
の
受
診
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
大
腸
が
ん
検
診
・
前
立
腺
が
ん
検
診
・

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
つ
い
て
は
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
は
特
定
健
診

（
医
療
保
険
者
に
よ
る
検
診
）
と
同
時

に
検
査
で
き
ま
す
。
併
せ
て
の
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
は
自
己
負

担
２
０
０
０
円
）　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く

は
、
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
の
「
成
人
健

康
ガ
イ
ド
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▪
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

５
月
に
発
送
し
た
受
診
券
に
同
封
の「
個

別
検
診
の
実
施
機
関
」
に
変
更
が
あ
り
ま

す
。「
山
本
医
院
（
高
松
町
）」
は
閉
院
し

て
い
ま
す
。

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６

33
局
０
３
１
９

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
実
施
状
況

平
成
26
年
度

情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況

　

公
文
書
の
開
示
請
求
お
よ
び
申
出
実
績

は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

一
件
の
請
求
に
つ
い
て
複
数
の
決
定
を

す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
請
求
件
数
と
決

定
件
数
は
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
開
示
の
請
求

請
求
者
数

20
人

請
求
件
数

20
件

決
定
件
数

20
件

全
部
開
示　
　

※
１

10
件

部
分
開
示　
　

※
２

８
件

非
開
示

０
件

不
存
在

２
件

不
服
申
し
立
て

０
件

■
開
示
の
申
出

申
出
者
数

０
人

申
出
件
数

０
件

不
存
在　
　

０
件

【
※
１
】請
求
な
ど
の
対
象
と
な
る
公
文
書
の
全

部
を
開
示

【
※
２
】請
求
な
ど
の
対
象
と
な
る
公
文
書
の
う

ち
、個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
開
示
で
き

な
い
一
部
を
除
い
て
開
示

平
成
26
年
度

個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

　

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
実
績
お
よ

び
開
示
請
求
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

■
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
実
績

実
施
機
関

件
数

市
長

１
０
２
件

教
育
委
員
会

２
件

選
挙
管
理
委
員
会

３
件

監
査
委
員

０
件

公
平
委
員
会

０
件

農
業
委
員
会

３
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

０
件

水
道
事
業

１
件

消
防
長

３
件

議
会

０
件

■
開
示
の
請
求

請
求
者
数

０
人

請
求
件
数

０
件

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６

23
局
０
１
８
０

健診名 対象者
（対象年齢は平成28年４月１日時点の満年齢）

住民結核・肺がん検診 40 歳以上の方　

胃がん検診 35 歳以上の方

大腸がん検診 35 歳以上の方

乳がん検診
乳腺エコー 30 歳代の女性で昨年度未受診の方

視触診
マンモグラフィ 40 歳以上の女性で昨年度未受診の方

子宮頸がん検診
子宮頸がん検診+HPV検査

20 歳以上の女性で昨年度未受診の方
25 ～ 65 歳の方（自己負担 2,000 円）で、
子宮頸がん検診を昨年度未受診の方

前立腺がん検診 50･55･60･65･70歳の男性

肝炎ウイルス検診 40･50･55･60 歳で過去に同検査を受け
たことがない方

成人歯科検診 20･25･30･35･40･45･50･55･60･6
5･70･75・80歳の方

骨粗しょう症検診 40･45･50･55･60･65･70 歳の女性

健康応援健診 35 ～ 39 歳の方

■平成27年度各種健康診断
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戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

第
10
回
特
別
弔
慰
金

▪
支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」
な
ど
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻

や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支

給
し
ま
す
。

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

1
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

2
戦
没
者
等
の
子

3
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当

時
、
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な

ど
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

4 

1
～
3
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等

内
の
親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）
※
戦
没
者

等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
1
年
以
上

の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り

ま
す
。

▪
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

▪
請
求
期
間

　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

▪
申
請
受
付
会

　

表
の
と
お
り
請
求
受
付
会
を
開
催
し
ま

す
。
７
月
31
日
以
降
も
市
役
所
執
務
時
間

中
、地
域
福
祉
課
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
４
時　

▼
持
ち
物
＝
①
印
鑑
（
後

日
、
国
債
を
受
け
取
る
時
に
使
用
す
る
も

の
）
②
戸
籍
な
ど
の
証
明
手
数
料　

※
申

請
者
に
よ
っ
て
上
記
以
外
の
書
類
な
ど
が

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２

23
局
３
５
４
５

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間

　

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
６
月
22
日
（
月
）
～
28
日
（
日
）	

／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時（
た
だ
し
、

６
月
27
日
土
・
28
日
日
は
午
前
10
時
～
午

後
５
時
）

相
談
専
用
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

＊
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

（
０
１
２
０
）０
０
７
局
１
１
０

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
１
１
１

介
護
者
の
交
流
会
を
開
催

▪
認
知
症
介
護
者
の
集
い

▼
対
象
＝
認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て
い

る
方
や
認
知
症
に
つ
い
て
知
り
た
い
方　

▼
開
催
日
／
内
容
（
い
ず
れ
も
座
談
会
あ

り
）
＝
【
７
月
９
日
（
木
）】
認
知
症
ケ

ア
と
介
護
の
基
本
【
８
月
20
日
（
木
）】

認
知
症
の
薬
に
つ
い
て【
９
月
10
日（
木
）】

誤ご
え
ん嚥
性
肺
炎
に
つ
い
て　

▼
時
間
＝
い
ず

れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時　

▼
場
所
＝

田
原
福
寿
園　

▼
申
し
込
み
＝
開
催
日
の

２
日
前
ま
で
に
田
原
福
寿
園
（
☎
27
局

０
０
０
８
）
へ
電
話
に
て

▪
家
族
介
護
者
交
流
会

▼
対
象
＝
ご
家
庭
で
家

族
を
介
護
し
て
い
る
方

▼
開
催
日
／
内
容
（
い

ず
れ
も
座
談
会
あ
り
）

＝
【
７
月
16
日
（
木
）】
介
護
者
の
体
ケ
ア

に
つ
い
て
【
８
月
20
日
（
木
）】
食
事
に
つ

い
て
【
９
月
17
日
（
木
）】
認
知
症
に
つ

い
て　

▼
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
渥
美
福
寿
園

▼
申
し
込
み
＝
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に

渥
美
福
寿
園（
☎
34
局
６
６
８
８
）へ
電
話

に
て

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４

23
局
３
５
４
５

■第10回特別弔慰金
受付期日 小学校区 会場

6 ／ 10 水 東部

田原市役所
南庁舎１階
東玄関前

6 ／ 11 木 童浦

6 ／ 12 金 衣笠

6 ／ 17 水 大久保

6 ／ 18 木 中部

6 ／ 19 金 野田

6 ／ 24 水 神戸

6 ／ 25 木 大草・六連

6 ／ 26 金 旧田原町全校区

7 ／　1 水 若戸

赤羽根市民センター
7 ／　2 木 赤羽根

7 ／　6 月 高松

7 ／ 13 月 旧赤羽根町全校区

7 ／　8 水・9 木 泉

渥美支所
１階ロビー

7 ／１０金・15 水 清田・亀山

7 ／ 16 木・17 金 福江

7 ／ 22 水・23 木 中山

7 ／ 24 金・29 水 伊良湖岬

7 ／ 30 木 旧渥美町全校区
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い
い
じ
ゃ
ん
た
は
ら
！

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売

　

市
内
で
の
消
費
喚
起
を
目
的
に
田
原
市

商
工
会
と
渥
美
商
工
会
の
共
同
事
業
に
よ

り
、
い
い
じ
ゃ
ん
た
は
ら
！
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
の
販
売
を
開
始
し
ま
す
。

▼
販
売
期
間
＝
６
月
27
日
（
土
）
～
29
日

（
月
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
完
売
し

だ
い
終
了
）
※
販
売
額
に
達
し
な
い
場
合

は
継
続
し
て
商
工
会
窓
口
に
て
販
売

▼
販
売
場
所
＝
田
原
市
商
工
会
本
所
、
道

の
駅	

田
原
め
っ
く
ん
は
う
す
・
あ
か
ば

ね
ロ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
渥
美
商
工
会
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
レ
イ

▼
有
効
期
限
＝
９
月
30
日
（
水
）　

▼
販
売
額
＝
１
０
０
０
円
券
×
12
枚
つ
づ

り
（
１
万
２
０
０
０
円
分
）
を
１
万
円
で

販
売　

※
１
名
５
冊
（
５
万
円
）
ま
で

▼
発
行
団
体
＝
田
原
市
共
同
商
品
券
事
業

協
議
会
（
田
原
市
商
工
会
内
）

▼
田
原
市
商
工
会
☎
22
局
６
６
６
６

　

	

（
赤
羽
根
支
所
☎
45
局
２
０
０
０
）

▼
渥
美
商
工
会　

☎
33
局
０
４
４
１

田
原
市
中
小
企
業
者
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
事
業
費
補
助
金

　

国
な
ど
の
支
援

策
の
活
用
を
目
的

と
し
て
行
う
新
業

態
の
開
発
、
新
商

品
・
新
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
、
販
路
開

拓
お
よ
び
産
業
基
盤
施
設
整
備
な
ど
の
計

画
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
田
原
市
に
活
動
の
拠
点
ま
た
は

本
社
も
し
く
は
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企

業
者
、
中
小
企
業
団
体
お
よ
び
支
援
団
体

▼
対
象
事
業
＝
①
先
進
地
等
視
察
事
業
②

専
門
家
等
招
へ
い
事
業
③
基
礎
調
査
事
業

▼
補
助
額
＝
①
旅
費
お
よ
び
視
察
手
数
料

の
３
分
の
２
（
上
限
額
＝
１
人
当
た
り

15
万
円
以
内
／
原
則
、
１
申
請
あ
た
り
３

名
ま
で
）
②
専
門
家
謝
金
お
よ
び
費
用
弁

償
の
２
分
の
１（
上
限
額
＝
50
万
円
以
内
）

③
委
託
料
、
調
査
員
報
酬
な
ど
事
業
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
経
費
の
２
分
の
１
（
上

限
額
＝
50
万
円
以
内
）　

▼
募
集
期
間
＝

７
月
15
日
（
水
）
ま
で　

▼
採
択
決
定
＝

８
月
中
旬

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

計
量
器
の
定
期
検
査
を

お
忘
れ
な
く
！

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す

る
計
量
器
の
性
能
・
精
度
を

一
定
水
準
に
保
ち
、
公
平
な

取
り
引
き
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
検
査
で
す
。
検
査
を
受
け
ず

に
取
引
・
証
明
に
使
っ
た
場
合
、
計
量
法

違
反
で
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
検
査
は
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
実
施
日
／
場
所
＝
表
の
と
お
り　

▼
時

間
＝
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午
／
午
後

１
時
～
３
時　

▼
検
査
手
数
料
＝
２
５
０

円
～
（
計
量
器
の
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま

す
）　

▼
そ
の
他
＝
業
務
に
計
量
器
を
使

用
し
て
い
る

事
業
所
で
、

一
度
も
こ
の

検
査
を
受
け

た
こ
と
の
な

い
場
合
は
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

「
食
品
表
示
１
１
０
番
」

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

食
品
表
示
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
や
食
品
の
品
質
表
示
の
い
っ
そ

う
の
適
正
化
を
進
め
る
た
め
に
、
東
海
農

政
局
で
は
、
食
品
の
表
示
に
関
す
る
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

＊
食
品
表
示
１
１
０
番

　

東
海
農
政
局
豊
橋
地
域
セ
ン
タ
ー

　

☎（
０
５
３
２
）38
局
９
０
３
１

　

消
費
者
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
情

報
提
供
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

６
月
は
暴
走
族
追
放
強
化
月
間

暴
走
を
「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」「
見
に

行
か
な
い
」

～
暴
走
族　

な
く
し
て　

住
み
よ
い

　

ま
ち
づ
く
り
～

　

暴
走
族
は
、
暴
走
行
為
の
ほ
か
悪
質
な

犯
罪
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
少
年
非
行
の

悪
化
の
大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

県
警
察
・
県
・
県
民
・
事
業
者
・
市
町

村
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
暴
走
族
の
い

な
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

▼
文
化
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１

実施日 場所
6／15月

16火 　市役所

6／17水 　渥美文化会館

6／18木 　赤羽根
　市民センター

■計量器の定期検査
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平
成
27
年
度
教
科
書
展
示
会

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
科
書
に

対
す
る
理
解
や
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
教
科
書
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
11
日
（
木
）
～
７
月
４
日

（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

※
日
曜

日
を
除
く　

▼
場
所
＝
豊
橋
市
教
育
会
館

（
ラ
イ
フ
ポ
ー
ト
と
よ
は
し
内
）　

▼
内
容

＝
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
用
教
科
書
見

本
の
展
示

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９

22
局
３
８
１
１

発
達
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん
の

早
期
教
育
相
談

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
入

学
前
の
、
発
達
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん
と

保
護
者
を
対
象
に
、
教
育
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
相
談
は
予
約
制
で
無
料
で
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
原
則
、３
歳
か
ら
小
学
校
へ
入

学
す
る
前
ま
で
の
幼
児
お
よ
び
保
護
者　

▼
日
時
＝
８
月
３
日（
月
）・
４
日（
火
）
午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
（
要
予
約
）

▼
場
所
＝
東
三
河
県
庁　

▼
申
し
込
み
＝

７
月
３
日（
金
）
ま
で
に
電
話
に
て

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９

22
局
３
８
１
１

６
月
は
食
育
月
間

　
「
食
育
月
間
」
は
、
国
、
地
方
公
共
団

体
、
関
係
団
体
な
ど
が
協
力
し
て
、
食
育

推
進
運
動
を
重
点
的
か
つ
効
果
的
に
実
施

し
、
国
民
へ
食
育
の
浸
透
を
図
る
た
め
の

月
間
と
し
て
「
食
育
推
進
基
本
計
画
」
に

よ
り
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

❖
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

　

こ
ん
な
こ
と
も
「
食
育
」
に

　

つ
な
が
り
ま
す
！

◦
家
族
や
友
人
と
楽
し
く
食
卓
を
囲
む

◦
自
分
の
食
事
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
よ
う
気
を
つ
け
る

◦
１
日
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
る
習
慣
を
身

に
つ
け
る

◦
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
「
い
た
だ
き

ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
あ
い
さ

つ
を
す
る

◦
は
し
の
正
し
い
持
ち
方
や
、
食
器
の
正

し
い
並
べ
方
を
身
に
つ
け
る

◦
庭
や
鉢
植
え
な
ど
で
、
野
菜
を
栽
培

し
、
料
理
す
る

◦
地
元
の
食
材
に
関
心
を
持
ち
、
地
産

地
消
を
心
が
け
る

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
「
食
育
月
間
」
を
機

会
に
、
ぜ
ひ
健
康
で
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
す

た
め
「
食
育
」
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

愛
知
県
産
品
を
食
べ
よ
う
！

「
い
い
と
も
あ
い
ち
運
動
」

　

こ
の
運
動

は
、
愛
知
県

の
農
林
水
産

業
の
振
興
や

農
山
漁
村
の

活
性
化
を
通

じ
て
県
民
全
体
の
暮
ら
し
の
向
上
を
図
る

た
め
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
「
愛
知
県
農
林

水
産
業
の
応
援
団
」
に
な
っ
て
も
ら
い
、

消
費
者
と
生
産
者
が
一
緒
に
な
っ
て
愛
知

県
の
農
林
水
産
業
を
支
え
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
愛
知
県
産
の

農
林
水
産
物
を
も
っ
と
食
べ
て
い
た
だ
き

た
い
（
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
）
と
い

う
、「
愛
知
県
版
地
産
地
消
の
取
り
組
み
」

で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
買
い
物
な
ど
に
お
い
て
、
県

内
産
の
食
材
を
積
極
的
に
扱
う
「
い
い
と

も
あ
い
ち
推
進
店
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
「
い
い
と
も
あ
い
ち
推
進
店
」
の
検

索
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

pref.aichi.jp/shokuiku/iitom
o/shop/

index.htm
l

）
に
て

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

文
化
ホ
ー
ル
を
使
っ
て

企
画
し
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
28
年
３
月
ま
で
に
、
市
内
の
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
演
劇

な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
３
名
以

上
の
団
体
が
実
施
す
る
一
般
市
民
を
対
象

と
し
た
文
化
ホ
ー
ル
事
業
（
入
場
料
５
０
０

円
以
上
を
徴
収
す
る
事
業
で
、
２
０
０
名

以
上
の
入
場
者
を
見
込
め
る
も
の
）
／
団

体
の
発
表
会
に
類
す
る
事
業
や
営
利
目
的

の
事
業
は
除
く　

▼
支
援
内
容
＝
文
化
会

館
施
設
使
用
料
お
よ
び
付
属
設
備
・
舞
台

管
理
委
託
料
の
免
除
お
よ
び
事
業
費
の
補

助
、
各
文
化
会
館
で
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
、
広

報
活
動
の
援
助
な
ど　

▼
支
援
額
＝
事
業

費
の
２
分
の
１
（
上
限
25
万
円
）

※
詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
文
化
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１

http://www.city.tahara.aichi.jp/section/

kyoiku/
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認
調
査
を
併
せ
て
実
施
し
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０

23
局
０
１
８
０

公
的
年
金
か
ら
住
民
税
を

特
別
徴
収（
天
引
き
）し
ま
す

▪
対
象
の
方

　

平
成
26
年
中
に
公
的
年
金
な
ど
の
支
払

い
を
受
け
、
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い

て
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税

の
年
金
を
除
く
公
的
年
金
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
65
歳
以
上
の
方

▪
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
る
金
額

　

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
所
得
か
ら
算
出

さ
れ
た
税
額
が
公
的
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ

ま
す
。
年
金
特
徴
対
象
の
方
に
は
、
市
か

ら
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
（
６
月
中
旬
発

送
予
定
）。
特
別
徴
収
予
定
の
金
額
を
納

税
通
知
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９

23
局
０
１
８
０

寄
付

D
O
N
ATIO

N

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＊

▼
４
月
16
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
金

20
万
円
。

▼
５
月
７
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
金

５
万
円
。

医
療
受
給
者
証
の

更
新
を
忘
れ
ず
に

　

有
効
期
限
が
平
成
27
年
７
月
31
日
ま
で

の
「
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
」「
後

期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
」
を
お

持
ち
の
方
に
、
受
給
者
証
更
新
手
続
き
の

案
内
を
順
次
、
郵
送
し
ま
す
。

　

通
知
に
記
入
し
て
あ
る
申
請
受
付
期
間

内
に
、
市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た
は
赤
羽

根
市
民
セ
ン
タ
ー
、
渥
美
支
所
市
民
生
活

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４

23
局
０
１
８
０

生
活
習
慣
見
直
し
講
座
を

開
催
し
ま
す

　

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
い
か
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
生
活
習
慣
見
直
し
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
健
診
結
果
の
見
方
や
生
活
習

慣
を
改
善
す
る
た
め
の
食
事
・
運
動
に
つ

い
て
、
医
師
・
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が

お
話
し
ま
す
。

▼
対
象=

田
原
市
特
定
健
診
や
節
目
ド
ッ

ク
、
後
期
高
齢
者
健
診
を
受
診
し
た
方
お

よ
び
職
場
健
診
や
職
場
で
の
人
間
ド
ッ
ク

の
結
果
を
お
持
ち
の
方　

▼
期
日
／
場
所

＝
表
の
と
お
り　

▼
時
間
＝
い
ず
れ
も
午

後
２
時
～
３
時
30
分
（
受
付
は
午
後
１
時

45
分
～
）　

▼
持
ち
物
＝
ご
自
身
の
健
診

結
果　

▼
申
し
込
み
＝
当
日
、
受
付
に
て

▼
そ
の
他
＝
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対

象▼
渥
美
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
９
６
９
８

■特別徴収の納付方法例

徴収方法 普通徴収
（自分で納付・口座振替）

特別徴収
（年金から徴収）

納付月 1期（６月） 2期（8月） 10月 12月 2月

税額 年税額の４分の１ 年税額の６分の１

①初めて65歳以上に該当する方（昭和24年4月3日～昭和25年4月2日生まれ）

②特別徴収2年目以降の方

徴収方法 特別徴収
（仮徴収）

特別徴収
（本徴収）

納付月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

税額 前年度2月と同額 年税額から仮徴収分を
差し引いた額の3分の1

税TA
X

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　

平
成
27
年
１
月
１
日
以
降
に
新
築
・
増

築
さ
れ
た
家
屋
の
実
地
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
固
定
資
産
税
の
算

定
の
基
礎
と
な
る
家
屋
の
評
価
額
を
決
定

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
税
務
課
職
員
が

お
宅
や
事
務
所
な
ど
へ
調
査
に
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
調
査
日
時
が
あ
る
場
合

は
、
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
年
度
も
既
設
家
屋
の
現
況
確

期日 場所

7／14火
　あつみライフランド
　２階会議室

8／11火

9／17木 　赤羽根福祉センター
　会議室

※ 10 月以降の開催日および会場につい
ては「渥美病院だより」と「広報たはら」
に掲載します。

■生活習慣見直し講座
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田原市の イ ベ ン ト

方
お
よ
び
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

時
間
▼
午
後
１
時
～
５
時
（
求
職
者
の
受

付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所
▼
名
豊
ビ
ル
７
階

内
容
▼
三
河
地
域
の
福
祉
求
人
情
報
の
提

供
、人
事
担
当
者
と
の
個
別
面
談
会
な
ど

参
加
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
申
し
込
み
不
要
。随
時
、入
退
場
可

▼
豊
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会
豊
橋
市
福
祉
人

材
バ
ン
ク
☎（
０
５
３
２
）52
局
１
１
１
１

◉
６
月
21
日
日　
　
　

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
ほ
か

内
容
▼
時
の
中
に
煌き
ら

め
く
音
楽
の
旅　

ハ

ン
ド
ベ
ル
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
と
も
に

入
場
料
▼
７
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

／
当
日
８
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
▼
市
内
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
▼
６
月
11
日（
木
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
文
化
生
涯
学
習
課
☎
23
局
３
６
３
５

月
の
イ
ベ
ン
ト

7◉
７
月
４
日
土　
※
市
委
託
事
業

七
夕
企
画　

星
に
願
い
を

　

願
い
事
を
書
い
た
短
冊
を
笹
に
飾
り
ま

す
。

時
間
▼
午
後
３
時
30
分
～
５
時

月
の
イ
ベ
ン
ト

6◉
６
月
11
日
木　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
参さ
ん
か
い海
雑ざ
っ
し志

講
師
▼
崋
山
・
史
学
研
究
会
会
員	

吉
川

利
明
氏

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
６
月
21
日
日　

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
～
東
三
河
～

対
象
▼
福
祉
関
係
の
職
場
に
就
職
希
望
の

場
所
▼
駅
前
広
場
（
雨
天
の
場
合
は
セ
ン

ト
フ
ァ
ー
レ
）

そ
の
他
▼
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
を
持
っ

て
き
て
く
れ
た
高
校
生
以
下
の
方
に
、

お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▼
㈱
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原

☎
24
局
２
３
４
５

◉
７
月
25
日
土　

親
子
で
学
ぶ
お
金
の
講
座

　

教
材
を
活
用
し
た
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、

自
分
自
身
で
お
こ
づ
か
い
の
使
い
方
を
考

え
る
習
慣
を
身
に
つ
け
、
将
来
の
た
め
に

金
銭
管
理
能
力
を
養
い
ま
す
。

対
象
▼
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

時
間
▼
午
前
10
時
～
正
午

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

定
員
▼
25
組（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
６
月
15
日
（
月
）
～
７
月
15

日
（
水
）
の
期
間
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の

場
合
は
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
親
子
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
子
ど
も
の
学
年
・
電

話
番
号
を
明
記
）

▼
東
三
河
広
域
連
合
消
費
生
活
課
（
豊
橋

市
役
所
安
全
生
活
課
内
）

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
３
０
７

（
０
５
３
２
）56
局
０
１
２
３

apply-anzen@
city.toyohashi.lg.jp

月
の
イ
ベ
ン
ト

8◉
８
月
２
日
日　
　
　

田
原
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
並
び
に

田
原
市
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
開
会
、
午
前
９
時

競
技
開
始

場
所
▼
白
谷
海
浜
公
園
陸
上
競
技
場

種
目
▼

【
小
・
中
学
校
の
部
】

　

各
学
校
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
高
校
・
一
般
の
部
】

　

男
子
＝
１
０
０
Ｍ
、
２
０
０
Ｍ
、
４
０
０

Ｍ
、
８
０
０
Ｍ
、
１
１
０
MH
、
５
０
０
０

Ｍ
、
４
×
１
０
０
MR
、
走
幅
跳
、
走
高
跳
、

砲
丸
投

　

女
子
＝
１
０
０
Ｍ
、
２
０
０
Ｍ
、
８
０
０

Ｍ
、１
０
０
MH
、４
×
１
０
０
MR
、走
幅
跳
、

走
高
跳
、
砲
丸
投

参
加
資
格
▼
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

表
彰
▼
各
種
目
１
位
～
３
位

申
し
込
み
▼
７
月
17
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
小
学
生
・
一
般
は
学
校
教
育
課

へ
、
中
学
生
は
田
原
中
学
校
へ
、
高
校

生
は
福
江
高
等
学
校
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９

22
局
３
８
１
１
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広報秘書課☎２2局0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12
◦街角ネットたはら

放送日 内　容

～6/11木
田原凧まつり

応援ください！ＪＩＭＯキャラ総選挙　

６/12金～6/25木
ヒマワリの種まき体験

阿南町との小学校交流

6/26金～7/9木
歯の健康フェスティバル

中学校職場体験

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

◦田原市議会　生中継（予定）
◦6/1月  市長所信表明　・6/4木、5金  一般質問
　10：00から終了まで
※市議会ホームページでも生中継がご覧になれます。

http://www.city.tahara.aichi.jp/gikai/

平成27年6月1日│　 │25



子
ど
も
の
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う

▪
む
し
歯
菌
は
感
染
し
ま
す
！

　

子
ど
も
の
む
し
歯
は
、
む
し
歯
菌
に
感

染
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

む
し
歯
菌
は
、お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
、

家
族
な
ど
周
り
の
大
人
か
ら
感
染
し
ま
す

の
で
、
大
人
も
口
の
中
を
清
潔
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

▪
む
し
歯
を
予
防
す
る
に
は

　

む
し
歯
菌
が
感
染
し
た
だ
け
で
は
む
し

歯
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
口
の
中
に
あ
る
糖

分
が
エ
サ
と
な
り
む
し
歯
菌
が
酸
を
つ
く

り
、
こ
の
酸
に
よ
っ
て
歯
が
溶
け
ま
す
。

　

次
の
飲
食
物
は
、
む
し
歯
を
つ
く
り
や

す
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

●
砂
糖
が
多
く
入
っ
て
い
る
食
べ
物

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ラ
ム
ネ
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
、
あ
め
な
ど

●
粘
着
性
の
あ
る
食
べ
物

　

キ
ャ
ラ
メ
ル
、
ソ
フ
ト
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

な
ど

●
歯
を
溶
か
す
酸
性
の
飲
み
物

　

イ
オ
ン
飲
料
・
炭
酸
飲
料
な
ど

　

時
間
や
回
数
を
決
め
る
な
ど
の
工
夫
を

し
て
お
や
つ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▪
フ
ッ
素
で
歯
を
強
く
し
よ
う

　

年
齢
に
応
じ
た
方
法
で
フ
ッ
素
を
使
う

こ
と
に
よ
り
、
徐
々
に
フ
ッ
素
が
歯
に
取

り
込
ま
れ
、
む
し
歯
に
な
り
に
く
い
強
い

歯
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
歯

の
生
え
は
じ
め
の
時
期
は
、
フ
ッ
素
が
取

り
込
ま
れ
や
す
い
の
で
効
果
的
で
す
。

　

家
庭
で
は
、
う
が
い
が
上
手
に
で
き
る

よ
う
に
な
る
ま
で
は
フ
ッ
素
ス
プ
レ
ー
を

歯
ブ
ラ
シ
に
つ
け
て
仕
上
げ
磨
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
う
が
い
が
で
き
る
年
齢
の
子

ど
も
は
、
フ
ッ
素
入
り
歯
み
が
き
剤
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

　

歯
科
医
院
で
は
定
期
的
に
フ
ッ
化
物
塗

布
を
し
て
、
酸
に
負
け
な
い
強
い
歯
に
し

ま
し
ょ
う
。

▪
歯
医
者
さ
ん
は
歯
を
守
る
パ
ー
ト
ナ
ー

　

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
も
つ
こ
と
は
、

む
し
歯
を
予
防
す
る

強
い
味
方
で
す
。
定

期
的
に
口
の
中
を
見

て
も
ら
い
、
む
し
歯

予
防
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

市役所内
☎23局3515
あつみライフランド
☎33局0386

健康課

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　

月　日 当直医 電話番号

7月12日（日）
菜の花内科クリニック ☎22局7777
さんくろう歯科クリニック ☎33局1184

7月19日（日）
河合医院 ☎22局6133
かわい歯科 ☎24局0080

7月20日（祝・月）
かわせ小児科 ☎22局1230
惣卜歯科医院 ☎45局2066

7月26日（日）
昭和医院 ☎32局3749
すずき歯科 ☎23局0033

月　日 当直医 電話番号

6月  7日（日）
富永医院 ☎23局1316
ふくい眼科 ☎22局5878
小原歯科 ☎25局1139

6月14日（日）
川瀬医院 ☎35局1511
山内歯科医院 ☎23局1525

6月21日（日）
永井医院 ☎22局0227
清栄歯科クリニック ☎33局0657

6月28日（日）
ふれあいばし診療所 ☎29局2500
金田歯科医院 ☎24局1800

7月  5日（日）

あつみメディカルクリニック ☎24局2322
山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100
かわさき整形外科クリニック ☎22局7700
田原歯科クリニック ☎23局1626

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

●インフォメーション
事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

離乳食教室（前期） ７月　８日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６カ月児とその保護者　※予約制
離乳食講習と保育の話、歯の話など

離乳食教室（後期） 7 月１４日（火）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド
８～ 11 カ月の第１子とその保護者
※予約制（定員 16 組）
離乳食講習と調理実習、試食など

育児相談
７月１０日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６カ月まで（原則１回）７月   ６日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド

双子ちゃん交流会 ７月   ７日（火）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター 双子ちゃんとその保護者
多胎妊娠の方交流会、自由遊び、身体測定など
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図書館休館日

中央図書館  ☎23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

6月 ▼1日月、8日月、12日金、15日月、22日月
29日月

7月 ▼6日月、10日金、13日月、21日火、27日月
【特別整理期間】
赤羽根図書館は6月2日火～3日水、渥美図書館は6月3
日水～5日金休館

●中央図書館
　一　般▶6月13日土～7月9日木 「時（とき）」
　子ども▶～7月9日木 「いざ	宇宙へ！」

●赤羽根図書館
　一　般▶6月13日土～7月9日木 「アース☆スペース」
　子ども▶6月13日土～7月9日木 「ろく」

●渥美図書館
　一　般▶6月13日土～7月9日木 「1巻集めました」
　子ども▶6月13日土～7月9日木 「風」

◎にじいろサービス　
　図書館では、活字の本が読みにくい人や、図書館へ来
ることが難しい人とたちと、情報をつなぐ「にじいろサー
ビス」があります。活字の図書を音声にした録音図書
の貸出や、ご希望の本を図書館でお読みする対面朗読
サービスなどで読書のサポートをします。
お困りのことがありましたら、お気軽にご相談ください。

◎マルチメディアデイジーをご活用ください
　マルチメディアデイジーと
は、活字の本が読みにくい人
のための目や耳を使って、楽し
む本です。パソコンで音声を
聞きながら、楽しむものです。
　読んでいる所に色がつくた
め、文字を読むことが難しい
人も、どこを読んでいるのか
分かりやすいです。
　また、文字を大きくしたり、
読むスピードを変えることも
できます。絵本や児童書を中心に取り揃えていますの
で、文字の学習などにぜひご活用ください。
　マルチメディアデイジーのご利用には、図書館の利用
登録のほかに、にじいろサービスの登録が必要な場合が
あります。詳しくは職員までお尋ねください。
▶問合せ先＝中央図書館☎23局4946

　さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナー
です。

Ｑ．結婚する子どもにアルバムを贈りたい。写真
をかわいく飾りつける方法が載っている本はない
か？

◎調べるキーワード
「写真」「アルバム」「結婚」

A．「写真」や「アルバム」
のキーワードで検索すると、手芸と写真の棚に関
連の本がみつかります。『スクラップブックアイデ
ア帖』にはアルバムを素敵に飾る方法が、『スク
ラップブッキングアラカルト』には子どもの成長
記録や結婚などシーン別に作品が紹介されていま
す。
◎調べた本

『スクラップブックアイデア帖』平田美咲／編　
誠文堂新光社　594/ ｽ

『スクラップブッキングアラカルト』ブティック
社　744.9/ ｽ

『フォトブックレシピ』saorin ／著　雷鳥社　
744.9/ ｻ

	『金沢の不思議』
村松友視 / 著　中央公論新社　
915.6/ ﾑﾗ　

直木賞作家の愛する金沢。文字でなけ
れば描けないまちの空気が感じられる
エッセイです。本書を携え、いざ北陸へ。

『逃北～
つかれたときは北へ逃げます	』
能町みね子 / 著　
文藝春秋　291.09/ ﾉ 

観光要素のまったくない旅がしたい
方。北のちょっと寂しいけどそこがた
まらなく好き！という方必見です。

▲マルチメディアデイジーの画面

▲マルチメディアデイジー
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スポーツ課☎２３局3531

1
2

3

❶足を肩幅に開いて立
ち、両腕を上げ、手首を
外側や内側に回す。

❷手首を回しながらゆっく
り両腕を真横に下ろし
ていく。

❸両腕を上げ、右に体を
軽くひねり、手首を回し
ながらゆっくり真横に下
ろしていく。

※反対も同様に行い、①
～③を数セット繰り返
す。

手首ストレッチで腱鞘炎を
予防しよう！

パソコン作業など、同じ手の使い方をしてい
ると腱鞘炎になってしまう恐れがあります。長
時間、手を使い続けないように休憩時間など
にストレッチを行い、腱鞘炎を予防しましょう！

81
Ｑ

「市民の声」紹介
　　　広報たはらに掲載された写真を
いただくことはできますか？

       　　広報たはらに掲載した写真は、
写っているご本人やご家族の方にプレゼント
しています。田原市役所南庁舎4階の広報秘書
課までお越しください。
　また、焼き増しなどで
後日のお渡しとなる場
合がありますので、事前
に電話連絡をいただけ
ると、すぐにお渡しでき
ます。

▼広報秘書課  ☎22局0138

詳しくは…
◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※図書館・緑が浜公園・子育て支援課にあります。

http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

田原児童センター☎23局4761

◉みんなの様子

◦利用対象：0～18歳未満の児童
　　　　　 （小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◦利用時間：午前9時30分～正午、午後1時～5時

6 月のお休み

◦

みんなでツイスターゲーム

◦

初めてのお友達

6月1日月、8日月、
15日月、22日月、
29日月

市内の小学生以上を対
象に、緊急時連絡のため
の「利用登録」を受付で随
時行っています。（託児は
行っていません。）

　地域子育て支援センターは、親子で安心して遊べる
場所を提供し、子育ての喜びや悩みを分かち合えるよ
うお手伝いをしています。月1回『子育て講座』を行って
います。詳しくは、各ルームへお問い合わせください。

【開放日】毎週月曜～金曜（祝日・お盆期間・年末年始を
除く）※ 毎月 第3水曜の午後は、休館日です

【時間】午前9時30分～正午、午後1時 ～ 3時30分
※毎日11時15分ごろから手遊び、絵本の
読み聞かせなどがあります。

【対象者】未就園の児童とその保護者
【利用方法】予約不要（直接お越し下さい）

◆ひまわりルーム◆
稲場保育園内☎23局0577

【子育て講座】
『誰にでもあるよイヤイヤ期』
日時：6月8日（月）

午前11時～
講師：臨床心理士

◆なのはなルーム◆
伊良湖岬保育園内☎38局0767

【子育て講座】
『親子で楽しくリトミック♪』
日時：6月10日（水）

午前10時45分～　
講師：リトミック講師

お気軽にご意見などをお寄せください。

▼宛先＝〒441-3492
（住所不要）田原市役所広報たはら
　 koho@city.tahara.aichi.jp
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●人身18件（70件）
●負傷21人（91人）
●死亡0人（0人）
●物損108件（487件）

●火災0件（7件）
●救急176件（851件）

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

●侵入盗0件（5件）
●乗物盗1件（16件）
●非侵入盗5件　（22件）

※（　）内の数字は平成27年の累計

田原警察署だより 田原警察署　 23局０１１０

 4月

の今月　納税・使用料

6

火6月30日

木6月25日

市・県民税
（全期・第１期分）

水道料・下水道使用料金
（４・５月分）

下水道事業受益者負担金
（全期・第１期分）

農業集落排水事業分担金
（全期・第１期分）

国民健康保険税
（第２期分）
介護保険料
（第２期分）

納期限

口座引落日

◉赤羽根サーフィン大会で広報活動を実施　

　４月１２日（日）
に赤羽根ロン
グビーチにお
いて行われた
サーフィン大会
に、田原署の
サーフィンクラ
ブ員が参加しま
した。
　大会には、ラジオＤＪとして活躍する田原警察署広報・
大使の黒ちゃんこと黒

くろいわただかず

岩唯一さんや、田原署の広報隊
が参加し、「犯罪の抑止」「交通事故防止」「災害
被害防止」などを大会参加者や地域住民に呼びかけ
ました。また、ビーチクリーン活動に参加するなど、海
のマナー向上に貢献しました。

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

○
○
○
○
○
○
開
園
20
周
年
を
記
念

し
て
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
の
弟
妹
デ
ザ
イ
ン
を

募
集
し
ま
す
。

２　

定
員
10
名
の
小
型
車
で
運
行
す
る
路

線
を
地
域
乗
合
○
○
○
○
と
い
い
、
現

在
、
八
王
子
線
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

３　

中
部
・
北
陸
実
業
団
駅
伝
大
会
の
市
民

○
○
○
○
○
○
を
募
集
し
ま
す
。

４　

5
月
30
日
～
6
月
5
日
は
、
全
国
ご

み
不
法
投
棄
○
○
○
ウ
ィ
ー
ク
で
す
。

5　

災
害
時
に
、
被
災
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
調
整
役
と
な
る
○
○
○
○
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
６
月
19
日
（
金
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
５
月
号
の
答
え
】
た
け
の
こ
（
応
募
総

数
53
通
中
、
正
解
53
通
、
当
選
者
の
方
の

み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。）
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●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
漏水かな？水量の変化に注意して

［水資源機構調べ］

［田原市調べ］

90.7%

平成17～26年の
過去10年間の平均貯水率

平成27年の貯水率

環境保全は興味を持つことから。蛍が飛び交うきれいな川を目指しましょう。
●市内5河川の水質調査結果

ＢＯＤ（㎎/ℓ）

３月 ５月 ７月 ９月 11月 3月1月

汐川環境基準（目標）10㎎/ℓ以下

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

2

3

4

5

1
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のびのびと、表情豊か
に表現できました。楽し
みながら描いたことが
伝わってきます。

評 評
わたる

目や鼻、口などの形をよ
く見ながら、最後まで丁
寧に描くことができまし
た。

評 お友達の顔をよく見て、上手に描けました
ね。大きな目がとても印象的です。

　　 とも だち      かお　　　　　　　み　　　　じょう ず　　　 か

評大好きなお友達と仲良く遊ぶ姿が描けました
ね。これからもお友達といっぱい遊ぼうね。

だい  す　　　　　　　ともだち　　なか よ        あそ    すがた　　 か

クレヨン画 クレヨン画

六連小学校2年

髙崎渉くん

楽しく描けたよ。大好きな青
バッチも描いたよ。

 

赤石幼稚園

黒柳桃花ちゃん（5歳）

お友だちとブランコに行く
絵を描いたよ。

赤石幼稚園

天野結心ちゃん（6歳）

たの　　　　 か　　　　　　　　 だい  す　　　　　あお

小久
保
有紗
先生

　　とも　　　　　　　　　　　　　　　　　 い

え　　　 か

六連小学校2年

鈴木美唯菜さん

ゆう　　み

   おお　　 　　 め  　　　　　　　　いんしょうてき

み　　い　　 な

杉原
輝美
先生

　　　　　　　　か

もも　　か

ともだち　　　　　　　　　　あそ

本誌は再生紙を使用しています。

64,436人　総人口

32,585人　男性

31,851人　女性

22,007世帯世帯数

32人出生 50人死亡

244人転入 173人転出

54人増減

（平成27年3月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１91.12km 2

（平成27年5月1日現在）

※増減は4月中です

本誌は再生紙を使用しています。

▼
ふ
だ
ん
見
る
こ

と
の
な
い
消
防

士
の
24
時
間
を
追

い
ま
し
た
。日
々

厳
し
い
訓
練
を
積

み
、出
動
に
備
え
て
い
る
消
防
士
の

支
え
は
、強
靭
な
肉
体
か
、強
い
精
神

力
か
。取
材
を
し
て
わ
か
っ
た
彼
ら

の
支
え
は
、市
民
を
守
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
で
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
、災

害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、防
災
活
動

や
火
災
予
防
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。ふ
と
し
た
油
断
か
ら
災
害
は
発

生
し
ま
す
。日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、

流
れ
て
い
く
行
動
も
、ふ
と
立
ち
止

ま
り
確
認
す
る
こ
と
で
、減
ら
せ
る

災
害
が
あ
り
ま
す
。一
呼
吸
お
い
て

暮
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
。（
Ｏ
）

▼
私
の
移
動
手
段
は
も
っ
ぱ
ら
自
家

用
車
。け
れ
ど
、ふ
と
自
分
が
運
転
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
を
考
え
て
み
ま

し
た
。誰
も
が
移
動
手
段
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、地
域

全
体
で
公
共
交
通
を
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
。（
М
）

【
表
紙
の
写
真
】田
原
市
消
防
職
員（
田
原
市
消
防
署
）
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